
一般質問

令和２年（２０２０年）１１月１日７ こだいら 市　議　会　だ　よ　り

この市議会だよりは、環境に配慮して古紙配合の再生紙と植物油由来のインキを使用しています。

 
※
１　

エ
ビ
デ
ン
ス
と
は

　

科
学
的
根
拠
、裏
づ
け
の
こ
と
。

※
２　

ロ
ー
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
ク
と

は
　

平
時
か
ら
食
料
等
を
少
し
多
め

に
購
入
し
て
お
き
、
古
い
も
の
か

ら
消
費
し
、
消
費
し
た
分
を
買
い

足
す
こ
と
で
、
常
に
一
定
量
の
食

料
等
を
備
蓄
す
る
方
法
の
こ
と
。

※
３　

排
出
物
原
単
位
と
は

　

市
が
処
理
に
関
与
す
る
廃
棄
物

の
総
量
を
市
民
１
人
１
日
当
た
り

の
量
に
換
算
し
た
数
値
の
こ
と
。

※
４　

処
理
ご
み
量
原
単
位
と
は

　

家
庭
等
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み

量
の
合
計
を
市
民
１
人
１
日
当
た

り
の
量
に
換
算
し
た
数
値
の
こ
と
。

※
５　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
と
は

　

性
的
少
数
者
を
表
す
言
葉
で
あ

る
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
、そ
の
ど
れ
に
も
当

て
は
ま
ら
な
い
性
的
少
数
者
全
般

を
表
す
言
葉
で
あ
るQ

u
eer

（
ク

イ
ア
）、あ
る
い
は
、自
分
の
性
の

在
り
方
を
は
っ
き
り
と
決
め
ら
れ

な
い
、決
め
た
く
な
い
と
し
て
い
る

人
を
表
す
言
葉
で
あ
るQuestioning

（
ク
エ
ス
チ
ョ
ニ
ン
グ
）の
頭
文
字

を
組
み
合
わ
せ
た
表
現
の
こ
と
。

※
６　

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
と
は

　

医
療
従
事
者
や
介
護
施
設
職
員
、

用
語
の
解

用
語
の
解
説説

保
育
士
な
ど
基
本
的
な
生
活
を
維

持
す
る
上
で
必
要
不
可
欠
な
職
種

の
従
事
者
の
こ
と
。

※
７　

ケ
ア
労
働
と
は

　

家
事
や
育
児
、
介
護
な
ど
の
ケ

ア
を
行
う
労
働
の
こ
と
。

※
８　

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ

ス
テ
ム
と
は

　

技
能
者
の
現
場
に
お
け
る
就
業

履
歴
や
保
有
資
格
な
ど
を
登
録
、

蓄
積
す
る
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
。
技

能
者
の
処
遇
改
善
や
技
能
の
研
さ

ん
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

※
９　

総
合
評
価
方
式
と
は

　

契
約
に
当
た
り
、
入
札
参
加
者

に
技
術
提
案
等
を
求
め
、
価
格
以

外
に
能
力
を
審
査
、
評
価
し
、
そ

の
結
果
を
合
わ
せ
て
契
約
の
相
手

方
を
決
定
す
る
落
札
方
式
の
こ
と
。

※　
　

Ｄ
Ｘ
と
は

１０

　

デ
ジ
タ
ル・ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン（DigitalTransformation

）

の
略
称
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
浸
透
が
人

々
の
生
活
を
あ
ら
ゆ
る
面
で
よ
り

よ
い
方
向
に
変
化
さ
せ
る
こ
と
。

従
来
の
情
報
化
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用

と
異
な
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
自

体
を
変
革
し
て
い
く
こ
と
を
言
う
。

※　
　

Ｃ
Ｄ
Ｏ
と
は

１１

　

最
高
デ
ジ
タ
ル
責
任
者（Chief

D
igitalO

fficer

）の
略
称
で
、
組

織
の
デ
ジ
タ
ル
変
革
を
統
括
す
る

役
職
の
こ
と
。

 
質
問　

臼
運
動
会
な
ど
様
々
な
行
事

が
中
止
に
な
っ
た
が
、
授
業
時
間
確

保
を
重
視
し
協
働
的
な
学
び
の
場
で

あ
る
行
事
を
犠
牲
に
し
て
い
な
い
か
。

　

渦
休
校
中
に
広
が
っ
た
学
力
格
差

等
の
差
を
縮
め
て
い
く
取
組
は
。

教
育
長　

臼
運
動
会
等
は
や
む
を
得

ず
中
止
し
た
が
、
学
校
行
事
は
子
ど

も
の
学
校
生
活
充
実
の
た
め
に
重
要

な
こ
と
か
ら
、
実
施
可
能
な
行
事
は
、

感
染
症
リ
ス
ク
低
減
の
工
夫
等
に
つ

い
て
各
校
で
検
討
を
継
続
し
て
い
る
。

　

渦
各
校
で
日
常
の
学
習
支
援
を
し

て
い
る
ほ
か
放
課
後
等
に
自
主
学
習

教
室
を
実
施
し
て
い
る
学
校
も
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
子
ど
も
が
伸
び
伸
び
と

生
活
し
思
い
出
を
つ
く
れ
る
よ
う
に

 
質
問　

臼
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ

ス
テ
ム
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

　

渦
国
は 
総 
合
評
価
方
式
で
の
加
点

※
９

を
推
奨
し
て
い
る
が
、
市
で
は
ど
の

よ
う
に
活
用
を
進
め
て
い
く
の
か
。

市
長　

臼
技
能
者
の
高
齢
化
等
を
背

景
に
昨
年
４
月
か
ら
運
用
が
始
ま
り
、

現
在
も
運
営
主
体
が
開
発
を
進
め
て

い
る
と
聞
い
て
い
る
。
本
シ
ス
テ
ム

の
普
及
で
、
技
能
者
の
処
遇
改
善
等

が
図
ら
れ
る
と
捉
え
て
お
り
今
後
も

国
な
ど
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

　

渦
今
後
も
国
な
ど
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
、
総
合
評
価
方
式
へ
の
加

点
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
技
能
者
の
処
遇
改
善
を

 
質
問　

臼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
対
応
す
る
避
難
所
運
営
に
つ

い
て
、
市
は
ど
う
対
応
す
る
考
え
か
。

　

渦
花
小
金
井
武
道
館
を
避
難
所
と

し
て
活
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　

嘘
花
小
金
井
武
道
館
は
、
野
中
東

自
治
会
の
防
災
倉
庫
と
隣
接
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
市
は
、
連
携
を
図
り

活
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

市
長　

臼
ま
ず
は
、
在
宅
避
難
や
避

難
所
以
外
へ
の
避
難
を
検
討
し
て
も

ら
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

災
害
の
規
模
等
に
よ
り
、
開
設
す
る

避
難
所
を
増
や
す
こ
と
や
、
避
難
所

に
お
け
る
感
染
症
対
策
を
徹
底
す
る

コ
ロ
ナ
禍
で
花
小
金
井
武
道
館
を

避
難
所
に
活
用
し
自
治
会
と
の
連
携
を

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

市
報
等
で
そ
の
旨
を
周
知
し
て
い
る

ほ
か
、
８
月
に
は
避
難
所
管
理
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
の
指
針
増
補
版
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

編
を
策
定
し
、
周
知
を
図
っ
て
い
る
。

　

渦
施
設
は
昭
和　
年
に
建
築
さ
れ
、

５０

目
標
耐
用
年
数
の　

年
を
超
え
老
朽

４０

化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
公
共

施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観
点
を
踏
ま

え
花
小
金
井
武
道
館
を
閉
鎖
後
、
取

り
壊
し
、
跡
地
に
公
園
を
整
備
す
る

予
定
で
あ
る
た
め
、
避
難
所
と
し
て

の
活
用
は
考
え
て
い
な
い
。

　

嘘
活
用
は
考
え
て
い
な
い
。
な
お
、

野
中
東
自
治
会
と
の
防
災
連
携
に
つ

い
て
は
、
公
園
整
備
後
の
状
況
を
踏

ま
え
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

比
留
間
洋
一
議
員
（
政
和
会
）

コ
ロ
ナ
禍
で
花
小
金
井
武
道
館
を

避
難
所
に
活
用
し
自
治
会
と
の
連
携
を

 
質
問　

臼
小
平
市
み
ど
り
の
基
本
計

画　

で
重
点
施
策
と
し
た
保
存
樹
林

２０１０
等
の
新
規
適
用
の
取
組
状
況
は
。

　

渦
特
別
緑
地
保
全
地
区
の
買
取
り

に
都
市
計
画
税
を
充
当
で
き
な
い
か
。

　

嘘
三
鷹
市
は　

平
方
㍍
以
上
の
開

２５０

発
や
建
築
に
緑
化
基
準
を
定
め
、
緑

化
計
画
書
の
提
出
を
求
め
て
い
る
。

小
平
市
で
も
同
様
の
制
度
を
設
け
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長　

臼
市
報
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
補
助
制
度
の
Ｐ
Ｒ
等
し
て
い
る
。

　

渦
都
市
計
画
決
定
し
た
緑
地
等
の

都
市
施
設
の
整
備
費
用
に
都
市
計
画

税
を
充
て
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

み
ど
り
の
基
本
計
画
等
に
基
づ
く

市
内
の
緑
の
確
保
策
に
つ
い
て

　

嘘
市
民
や
事
業
者
に
一
層
の
負
担

を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
慎

重
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

 
質
問　

現
在
作
成
中
の
第
三
次
環
境

基
本
計
画
で
は
、　

年
ま
で
に
Ｃ
Ｏ

２０５０

２
排
出
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
こ
と
を

明
言
し
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た　

年
度

２０３０

ま
で
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
目
標
値

を
達
成
す
る
た
め
に
、
重
点
施
策
を

書
き
込
む
べ
き
で
は
。

市
長　

国
や
都
の
二
酸
化
炭
素
排
出

量
の
削
減
目
標
値
等
を
踏
ま
え
、
市

民
や
事
業
者
か
ら
意
見
等
を
聞
き
な

が
ら
素
案
作
成
を
進
め
て
お
り
、
時

勢
に
即
し
た
計
画
を
策
定
し
て
い
く
。

次
期
環
境
基
本
計
画
策
定
に
伴
い
、

環
境
問
題
へ
の
取
組
の
強
化
を

水
口
か
ず
え
議
員（
ま
ち
づ
く
り
市
民
こ
だ
い
ら
）

市
内
の
緑
の
確
保
／
次
期
環
境
基
本

計
画
で
環
境
問
題
へ
の
取
組
強
化
を

 
質
問　

臼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
失
わ
れ
た
雇
用
の
数
値
は
。

　

渦
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

雇
用
問
題
に
課
題
を
感
じ
て
い
る
か
。

　

嘘
職
を
失
っ
た
人
等
を
会
計
年
度

任
用
職
員
と
し
て
採
用
す
る
取
組
は
。

　

唄
民
間
事
業
者
と
連
携
し
た
雇
用

確
保
・
雇
用
支
援
の
取
組
の
実
施
は
。

市
長　

臼
都
等
は
把
握
し
て
な
い
と

聞
い
て
い
る
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
立
川

発
表
で
多
摩
地
区
７
月
の
フ
ル
タ
イ

ム
労
働
者
有
効
求
人
倍
率
は
０
・
６
。

　

渦
人
手
不
足
の
業
種
な
ど
も
あ
り
、

人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
の
課
題
等
が
あ
る
。

　

嘘
登
録
を
随
時
受
け
付
け
て
い
る
。

雇
用
を
つ
く
り
、
雇
用
を
守
ろ
う
　

唄
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
す
る
。

 
質
問　

臼
自
治
体
Ｄ
Ｘ
へ
の
見
解
は
。

　

渦
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
他
都
市
事
例
を

含
め
た
調
査
や
変
革
の
責
任
者
で
あ

る 

設
置
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

　

嘘
（
仮
称
）
デ
ジ
タ
ル
変
革
戦
略

検
討
会
議
、
も
し
く
は
（
仮
称
）
デ

ジ
タ
ル
変
革
戦
略
室
を
設
置
し
て
は
。

　

唄
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
課
題
と
な
る
行

政
手
続
に
お
け
る
書
面
主
義
等
の
見

直
し
の
議
論
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

市
長　

臼
重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

渦
設
置
は
考
え
て
い
な
い
。

　

嘘
現
在
の
と
こ
ろ
、
予
定
は
な
い
。

　

唄
国
の
取
組
を
踏
ま
え
対
応
す
る
。

変
革
を
急
げ
市
長
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
で
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
を

※　
１１ＣＤ
Ｏ

 
質
問　

臼
ル
ネ
こ
だ
い
ら
が
行
っ
た

観
客
の
回
復
に
向
け
た
取
組
等
は
。

　

渦
文
化
継
承
の
た
め
に
、
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
支
援
等
の
今
後
の
取
組
等
は
。

市
長　

臼
国
等
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

基
づ
く
来
館
者
の
検
温
や
手
す
り
等

の
消
毒
な
ど
の
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

　

渦
市
で
は
文
化
振
興
財
団
等
と
の

連
携
に
よ
る
展
覧
会
の
開
催
等
、
文

化
振
興
財
団
で
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

バ
ン
ク
こ
だ
い
ら
の
登
録
者
を
市
内

イ
ベ
ン
ト
へ
紹
介
す
る
な
ど
、
出
演

機
会
を
提
供
す
る
支
援
に
引
き
続
き

努
め
て
い
く
。
今
後
と
も
、
市
と
財

団
で
連
携
を
図
り
、
継
続
的
な
文
化

吹
奏
楽
の
ま
ち
こ
だ
い
ら
を
代
表
と

す
る
文
化
芸
術
を
絶
や
さ
な
い
た
め

振
興
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 
質
問　

臼
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
避
難

所
の
収
容
可
能
人
数
は
。

　

渦
避
難
所
へ
の
電
力
確
保
対
策
は
。

市
長　

臼
地
域
防
災
計
画
で
想
定
し

て
い
る
収
容
可
能
人
数
５
万
６
千
８

百　

人
の
３
割
程
度
の
、
約
１
万
７

４６
千
人
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

渦
令
和
２
年
８
月
に
東
京
電
力
パ

ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
株
式
会
社
と
災
害
時

の
相
互
連
携
に
関
す
る
基
本
協
定
を

締
結
し
、
災
害
時
の
情
報
連
携
や
相

互
協
力
の
強
化
等
に
努
め
て
い
る
。

今
後
も
、
地
域
防
災
計
画
を
踏
ま
え
、

電
力
確
保
に
努
め
る
な
ど
し
て
い
く
。

感
染
症
と
自
然
災
害
の
複
合
災
害
に

備
え
て
今
や
る
べ
き
こ
と

山
田
大
輔
議
員
（
政
和
会
）

文
化
芸
術
の
灯
を
絶
や
さ
な
い
た
め
に
／

感
染
症
と
自
然
災
害
に
備
え
て

 
質
問　

臼
市
長
及
び
副
市
長
の　

年
２０１７

及
び　

年
退
職
手
当
の
実
績
値
は
幾

２０１３

ら
か
。

　

渦
市
長
及
び
副
市
長
の
来
年
の
退

職
手
当
は
、
そ
れ
ぞ
れ
幾
ら
に
上
る

見
込
み
か
。

　

嘘
小
林
市
長
の
今
年
の　

月
の
期

１２

末
手
当
は
幾
ら
の
見
込
み
か
。

　

唄
市
長
・
副
市
長
の
今
年
の　

月
１２

の
期
末
手
当
及
び
来
春
の
退
職
手
当

の
合
計
は
、
幾
ら
に
上
る
見
込
み
か
。

　

欝
市
長
・
副
市
長
の
今
年
の　

月
１２

の
期
末
手
当
及
び
来
春
の
退
職
手
当

を
財
源
に
し
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で
苦
し
む
生
活
困
窮
者

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

対

応

を

問

う

を
支
援
す
る
基
金
の
創
設
を
、
小
林

市
長
４
期
目
最
後
の
レ
ガ
シ
ー
に
し

て
は
ど
う
か
。

市
長　

臼
市
長
は
千
６
百　

万
円
、

８０

副
市
長
は
千　

万
円
で
あ
る
。

８０

　

渦
市
長
は
千
６
百　

万
円
、
副
市

８０

長
は
千　

万
円
で
あ
る
。　

８０

　

嘘
２
百　

万
７
千
円
を
見
込
ん
で

４５

い
る
。

　

唄
３
千
２
百　

万
３
千
円
を
見
込

１６

ん
で
い
る
。

　

欝
市
長
・
副
市
長
の
期
末
手
当
及

び
退
職
手
当
を
財
源
に
し
た
基
金
の

創
設
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い

な
い
。

福
室
英
俊
議
員
（
政
和
会
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

対

応

を

問

う

　

ま
た
、
有
権
者
が
政
治
家
に
対
し

寄
附
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

具
体
例
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
お
中
元
や
お
歳
暮

○
秘
書
や
家
族
な
ど
が
代
理
で
出
席

す
る
場
合
の
結
婚
祝
い
や
香
典

○
葬
式
の
花
輪
や
供
花

○
落
成
式
、
開
店
祝
い
の
花
輪
や
お

祝
い

　

政
治
家
が
、
選
挙
区
内
の
人
や
団

体
に
あ
い
さ
つ
状
（
答
礼
の
た
め
の

自
筆
に
よ
る
も
の
は
除
く
）
を
出
し

た
り
、
お
金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、

時
期
や
理
由
を
問
わ
ず
法
律
で
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
受
け
取
っ
た
人
も

罰
せ
ら
れ
ま
す
。

議
員
の
寄
附
行
為

議
員
の
寄
附
行
為
はは

禁
止
さ
れ
て
い
ま

禁
止
さ
れ
て
い
ま
すす

小
林
洋
子
議
員
（
フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
）

コ
ロ
ナ
禍
で
も
子
ど
も
に
思
い
出
を
／

 
建 
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

※
８

松
岡
あ
つ
し
議
員
（
政
和
会
）

雇
用
を
つ
く
り
、守
ろ
う
／
コ
ロ
ナ
対
策
で

自
治
体 

を
進
め
よ
う

Ｄ
Ｘ

※　
１０


